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Ⅰ．はじめに
　幼児期における身体活動は「遊び」に位置付けられ，
体力や運動能力も自然に育まれるとされてきた。体力や
運動の強度，頻度，持続時間，種類について具体的な指
標を示すことは自発的な遊びと相入れないとする考え方
も根強かった。しかし，1990年以降に小中学生を対象と
した体力・運動能力テストの結果が年々低下し，子ども
の体力低下が問題となり，その背景に幼児期からの生活
習慣や環境が影響していることが指摘され，将来の生活
習慣病予防の観点からも幼児期に運動遊びが活発になる
ように意図的に介入する必要性も唱えられるようになっ
てきた。現代は，日常生活自体が電化や自動化され体を
動かす機会が減っており，子どもといえども例外ではな
い。遊びについても，子どもが一人で屋外に出かけたり，
子どもだけの集団で自由に遊ぶ場所や機会はきわめて少
ない。まして幼児期は保護者の生活時間や運動に対する
認識の違いが子どもの活動量に大きく影響する。
　2012年に文部科学省によって，３歳から６歳の未就学
児を対象とした「幼児期運動指針」1）が策定された。そ
こでは幼児期に一日に少なくても60分間以上運動するこ
とが推奨されている。策定の意図として「幼児期の運動
の実践は，心身の発達にとって極めて重要であるにもか
かわらずすべての幼児が十分に体を動かす機会に恵まれ
ているというわけではない現状がある」「幼児期におい
て，遊びを中心とする身体活動を十分に行うことは，多
様な動きを身に付け，心肺機能や骨形成にも寄与するな
ど生涯にわたって，健康を維持し，何事にも積極的に取
り組む意欲を意欲を育むなど，豊かな人生を送るための
基礎作りとなる大切なもの」であるとし「幼児期の運動
は，一人ひとりの幼児の興味や生活経験に応じた遊びの
中で，幼児自らが体を動かす楽しさや心地よさを実感す
ることが大切ですので，幼児が自発的に遊ぶ機会を十分
に保障することが重要です。さらに，幼児が楽しく体を
動かして遊んでいる中で，多様な運動を身に付けて行く
ことができるように，様々な遊びが体験できるような手
だてが必要になります」2）と示されている。
　本稿では，学生による幼児を対象とした運動遊びの指
導について，平成26年に実施した活動の内容について報
告し，学生の振り返りと保護者アンケートを基に実施し
たプログラムを検証し，次年度の活動の資料とすること
を目的とする。
Ⅱ．幼児を対象とした運動遊び「みんなで遊んで元
気up」の活動について
１．目的と経緯
　Ｈ大学では，平成24年から千歳市体育協会と連携し，
５歳児を対象とした「みんなで遊んで元気up」という
幼児の運動遊びのイベントを行っている。平成26年度も
学生が指導内容を考え指導案を作成し，当日の指導を
行った。ねらいは，①楽しくコミュニケーション能力や
体力の向上をはかり，運動好きな子どもを育成する。②
実践を通して学生の指導力の向上を目指す。③地域と大
学との連携によるスポーツ推進である。
　幼児期運動指針には以下の骨子が示されている。
指針の骨子１．「毎日，60分以上，楽しく体を動かす」
指針の骨子２．「多様な動きが体験できるように様々
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な遊びを取り入れること」
指針の骨子３．「楽しく体を動かす時間を確保するこ
と」
指針の骨子４．「発達の特性に応じた遊びを提供する
こと」
　今回は，骨子２と骨子４を基に以下の観点からプログ
ラムを構成した。
①子どもにとって楽しい活動
②安全性の確保
③大学生と子ども，および子ども同士が交流できる
④多様な運動を体験する（走る・跳ぶ・這う・投げる・
支持・踏ん張る，バランス・巧緻性・持久力，等）
⑤発達段階に応じ神経系，認知系に働きかける運動や，
社会性を引き出すルールの工夫
２．実施方法とプログラム
　平成26年11月29日（土）に，千歳市開基記念総合武道
場柔道場において実施した。
　対象は４−５歳児40人定員で市の広報紙による募集に
応じた男児24人，女児12人の計36人が参加した（表１）。
指導はＨ大学３年生12名が行った。学生の活動は，プロ
グラムごとにリーダーとサブリーダーが説明と進行を担
い，それ以外の８名は４つに分けたグループに２人ずつ
付き，各グループの子どもたちと一緒に活動するととも
に適宜リーダーの補助についた。12種類のプログラムを
表２に示した
３．学生の振り返り
　実施後に，リーダーとして担当したプログラムについ
て，２種類のシートを用いて振り返りを行った。
　振り返りシート①「指導プログラムの自己評価」は11
表１「みんなで遊んで元気up」参加者（人）
年齢 男児 女児 計
４歳 10 9 19
５歳 14 3 17
計 24 12 36
表２　「みんなで遊んで元気up」プログラム
No． プログラム名 時間 内容 期待できるコーディネーション
能力集合までの自由遊び サッカー，フラフープ，フリスビーなど好きな用具で遊ぶ
集合・挨拶（体育協会） ５ 定位反応連結
バランスリズム識別変換
約束・コーチ自己紹介 ３
４つの約束を伝える①みんなで仲良く楽しく遊ぼう②コーチ
のお話をしっかりきこう。③元気にあいさつしよう。④ルー
ルや順番を守ってけがに気を付けて運動しよう
１ アイスブレーキング・名前回し ７
９人ずつのグループに学生２人がつき円になる。ボールを持
つ人が名前を言って，隣の人にボールを渡す。 ○
２ アイスブレーキング・じゃんけん列車 ５
音楽が止まったら近くの人とじゃんけんし，負けたら後ろに
つきどんどん長く連なる。全員繋がったら，学生の作るアー
チのトンネルをくぐっていく。
○ ○ ○ ○
３ 手つなぎオニ 10 学生が鬼になり，つかまった子供と手をつなぎ，オニが増えていく。 ○ ○ ○ ○ ○
４ くっつきゲーム ７ 学生リーダーが指示した身体部位を２人でくっつける ○ ○
５ 玉入れ 12 箱にたくさん紙ボールを投げ入れることを４グループで競う。 ○ ○ ○
６ しっぽ取りゲーム 10 腰に２本のテープ（しっぽ）をつけ，自分のしっぽを取られないように走り回りながら他の人のしっぽを取る鬼ごっこ ○ ○ ○
７
ボール遊び
①ストラックアウト 15
縦横３×３で並んだ９枚の番号札にボールを当てて落とす ○ ○ ○
②フリスビー輪通し フリスビーを投げて，学生の持つフラフープの中を通す ○ ○
８ だるまさんがころんだ ５ 鬼が「だるまさんが転んだ」と唱える間に鬼に近づき，振り返った時に動いた人は鬼に捕まる。 ○ ○ ○ ○
９ 大根抜き ５ 壁に背をつけて腕を組んでつながった子供を鬼（学生）がひっぱって抜いていく。抜かれた人も鬼になる。 ○
10 大玉（Ｇボール）転がし ８ 直径85cm位のバランスボールを２人で転がすリレー ○ ○ ○
11 ゴムひも跳んだりくぐったり ５ ４人ずつスタートし，順に４か所のゴムひもを，くぐる，跳び越す，横波を跳ぶ，縦波を跳びゴールまで走る。 ○ ○
12 サーキット（障害走） 15
４人ずつスタートし，布をくぐり，床に置かれた輪に合わせ
てケンケンパ，かまぼこ型のストレッチボールの上を歩き，
走ってゴールする。
○ ○ ○ ○ ○ ○
クーリング・ダウン ５ ストレッチング
おわりの挨拶 ３
合計時間 120
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項目からなり数字が大きいほど良い評価となる５段階尺
度で評価した。項目は次のとおりである。１．ゲームの
内容，２．ねらいは明確だったか，３．説明の内容が子
どもたちに理解されたか，４．グルーピング（人数配分），
５．空間の使い方，６．声の大きさなど伝達方法，７．
時間配分，８．指導スタッフの連携，９．参加者の反応，
10．楽しさ，11．盛り上がり。結果を表３に示した。
　振り返りシート②「指導についてと子どもの反応」は
５項目について自由記述で回答した。項目は１．自分が
指導したプログラムについて良かったこと，２．自分が
指導したプログラムについて，難しいと感じたことや改
善する点，３．子どもの反応で気付いたこと，４．リー
ダーとサブリーダーの役割分担について，５．全体を通
して，次年度に伝えることやアドバイスである。結果を
表４にまとめた。
４．保護者アンケートの結果
　主催者である千歳市体育協会で保護者へのアンケート
を実施し，参加者34家庭中31名の保護者から回答が寄せ
られた。
　「お子様が一番楽しそうにしていた種目は何ですか？」
「お子様が一番楽しくなさそうにしていた種目は何です
か？」という設問に対し，表５の種目があげられた(複
数回答あり）。楽しそうとしてあげられたプログラムは，
鬼ごっこなど全力で走る運動が支持された。「しっぽ取
りゲーム」は反応が分かれ，楽しくなさそうと挙げた理
由として，「あまり争うことを好まない傾向がある」「泣
いたから」があげられた。興奮が高まることで遊びに没
頭し楽しいと感じるとともに，参加者同士が関わる場面
が多くトラブルにつながったと考えられる。ストラック
アウトとフリスビーは「難しそうだった」「投げるのが
初めてでわからないせいか適当にやっているように見え
ました」「待ち時間（に退屈した）」という意見があり，
初めて触れる用具の操作が難しく，挑戦する楽しさにま
で結びつかなかったと考えられる。じゃんけん列車やあ
まり動かない種目も楽しくなさそうという意見があっ
た。
　「名前回し」，「くっつきゲーム」，「玉入れ」はどちら
にもあげられず，印象が薄かった様子がうかがわれる。
「名前回し」は，普段異なる幼稚園や保育園に通う子ど
もたちが徐々に慣れるように，開始時のアイスブレーキ
ングとして実施したが，緊張が解けず笑顔も少なかった。
「くっつきゲーム」は頭や背中，膝など身体の各部位に
意識を向ける，言葉と部位を一致させるなど認知とボ
ディーイメージの形成を目的に実施した。投げる運動で
ある「玉入れ」は一人一人が多くの回数体験できるよう
に，「ストラックアウト」は狙った場所に力強く投げる，
「フリスビー輪通し」は目標に向かって投げる目と手の
協働動作と集中力を高めることをねらいとして構成し
た。しかしフリスビーや的当ての投動作は短時間での習
得が難しく，子どもの活動欲求を満たすには至らなかっ
たことが考えられる。集中力や認知力を高める目的の運
動も，発達段階を考慮し子どもが自ら夢中になるように
内容や雰囲気づくりに更に工夫が必要である。
５．プログラムの評価
　プログラムについて学生による評価と保護者アンケー
トの結果を比較した。保護者アンケートを「楽しかった」
の回答数がが１つ以上，０個，「楽しくなさそうだった」
の回答数が１以上の３つに分け，学生評価は５点満点の
表３　「指導プログラムの自己評価」
プログラム 内容 ねらい 理解 人数 空間 伝達方法
時間
配分 連携 反応 楽しさ
盛り
上り 合計 平均
大根抜き ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ 55 5.0 
玉入れ ４ ３ ５ ５ ５ ４ ４ ５ ５ ４ ５ 49 4.5 
手つなぎオニ ５ ５ ５ ４ ３ ３ ４ ４ ５ ５ ５ 48 4.4 
サーキット（障害走） ４ ３ ３ ５ ５ ５ ４ ４ ５ ５ ５ 48 4.4 
ストラックアウト ３ ５ ５ ５ ３ ３ ５ ５ ４ ４ ４ 46 4.2 
名前回し ４ ４ ４ ５ ４ ５ ５ ４ ３ ３ ３ 44 4.0 
しっぽ取りゲーム ４ ３ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 43 3.9 
だるまさんが転んだ ３ ３ ４ ４ ５ ２ ３ ３ ５ ５ ５ 42 3.8 
じゃんけん列車 ４ ４ ４ ４ ３ ４ ３ ２ ３ ３ ３ 37 3.4 
くっつきゲーム ３ ３ ３ ３ ３ ３ ２ ３ ３ ３ ３ 32 2.9 
大玉ころがし ３ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ３ ３ ３ ３ 28 2.5 
ゴムひも跳んでくぐって ２ ３ ３ ２ ３ ３ ３ ２ ２ ２ ２ 27 2.5 
フリスビー輪通し ２ ２ ５ ３ ２ ３ ２ ３ ２ １ １ 26 2.4 
平均 3.5 3.5 4 3.9 3.7 3.5 3.5 3.6 3.8 3.6 3.7 40
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表４　指導したプログラムについて学生の振り返り「指導についてと子どもの反応」
プログラム
自分が担当したプログ
ラムについて良かった
こと
自分が担当したプログラムに
ついて難しいと感じたこと
子どもの反応で気付
いたこと
リーダーとサブリー
ダーの役割について
次年度に伝えること
やアドバイス
名前回し
子どもたちにとって丁
度良い難しさでみんな
楽しくできていたし，
自己紹介で来ていた。
もう少し，みんなの集まる位
置を考えると次のプログラム
に行きやすい。
考 え て い る 時（ リ
ハーサル）はあまり
楽しくないプログラ
ムになると思ってい
たけど，５歳児には
ちょうど良かった。
リーダーは全体に説
明して，各班のリー
ダーがグループに分
けたあともう一度説
明し，一緒にやった。
これは来年もやって
もよいと思います。
じゃんけん列車
最初の方にアイスブ
レーキングとして行っ
たプログラムでした
が，子どもたちがいろ
いろな相手とじゃんけ
んしてつながっていっ
ている時に子ども同士
での会話があってねら
いとしてはそこが目的
だったので良かったか
なと思いました。
曲がぎりぎりまで決まらず，
長くするか短くするか決めず
にやってしまったこと。子ど
も同士でできると思っていた
が曲が止まってもじゃんけん
をしなくて，結局スタッフが
混ざってしまったこと。ス
タッフがつくるトンネルをバ
ラバラの位置にしようと思っ
ていたのに１列に作ってし
まったこと。
子ども同士で好きに
じゃんけんするの
は，人見知りしてで
きない。
リーダーは説明の
み，サブリーダーの
役割はグループにつ
く学生にしてもらっ
たので，特になし。
練習を何回も繰り返
す。
手つなぎオニ 子どもたちが楽しむ内容だった。
子どもにわかるような言葉か
けするのが難しかった。
子どもに疲れが見え
た。 なし。
子どもたちの分かる
言葉で説明すること
と時間が長いと疲れ
てしまうので長すぎ
ないようにする。
くっつきゲーム いまいち盛り上がりに欠けた。
説明が分かりずらかった。や
り方が工夫されていなかっ
た。
どういうあそびか理
解していなかったよ
うに見える。
役割の前にどういう
あそびか理解されて
いなかった。
説明とやり方を工夫
して，子どもたちに
楽しくわかりやすく
行えるようにした方
が良かった。
玉入れ みんなが元気に投げていた。
色の違う球を入れないなど，
細かい説明も必要だと思っ
た。
みんな最後まで球を
投げるのを継続でき
ていたから，意外と
長くてもよい。
来年もやるとよいと
思う。
しっぽ取りゲーム
普段触れない道具を使
い，鬼ごっこ要素もあ
り楽しんでいたように
見えたのでよかったと
思った。
身 長 が 思 っ た よ り 低 く て，
走った時にしっぽを踏んでし
まいそうだった。上の方（腹
部）に付けようと思ったけど，
締め付けるのが怖くてそのま
まにしたが，自分で転んでし
まいそうで怖かった。転んで
いる子もいた。
鬼ごっこに似ている
ので，プログラムの
中では反応が良い方
だったと思います。
特になし。
しっぽの長さと子ど
もの身長があってい
るかを考えた方が良
い。
ストラックアウト
子どもにあまり負荷が
かからず，楽しむこと
ができていた。
時間がたつにつれ子
どもたちが飽きてい
た。
子どもが飽きないよ
うに，対戦的ゲーム
で行えばよかったと
思います。
フリスビー輪通し 簡単で行いやすかった。
どのようにしたら楽しむこと
ができるか。
つまらなそうだっ
た。
このあそびは楽しむ
のは厳しいのかなと
思いました。
だるまさんが転ん
だ
子どもたちが非常に楽
しそうに取り組んでく
れたこと。
もう少し大きな声で子供全体
が聞く耳を持てるようにすれ
ばよかった。
子どもは強く言えば
どんな子でもいうこ
とを聞いてくれるの
で，説明とやる時は
メリハリを持たせた
方が良かった。
役割をしっかり伝え
ていてよかった。連
携がしっかりとれて
いたと思う。
子どもたちと取り組
む際は運動系（走っ
たりすること）を多
く入れた方が良い。
大根抜き
２グループに分けたこ
とでみんなが引っ張ら
れていたので楽しんで
いた。
場所の理解をしていなくて，
マットが足りなかった。場所
を把握しておく必要がある。
怪我をしないよう
に，引っ張るところ
は足だけにし，それ
以外は認めないよう
にする。
大玉ころがし
物を使って走るという
部分は子どもの運動面
に関してとても良かっ
たと思う。
説明がいまいち難しく，わか
りづらかったと思う。
楽しそうにはやって
くれていた。もう少
しわかりやすく説明
すればよかった。
もう少しやり方を全
体が把握できた方が
うまく進行できたと
思う。
説明を分かりやすく
大きな声ではっきり
言うことと，やり方
を学生がしっかり把
握するようにする。
ゴムひも跳んでく
ぐって
２回やろうと思っていたが，
ゴールしたら戻ってきてしま
い，それぞれ何回目なのか把
握できなかった。縄を跳べな
い子もいたこと。スタート地
点に急遽ケンステップを置い
た。最初から配慮出来たら良
かった。
何回もやろうと取り
組んでくれる子供も
いて，想像よりは楽
しんでもらえたのか
と思った。
サブリーダーは出来
ない子どもへのケア
や補助に完全に徹し
た方が良かった。
サーキット（障害
走）
みんなが楽しそうに
やっていた。
見本を見せる時はケンケンパ
が速すぎて子どもたちにはた
だ走っているように見えた。
「まだまだいける」
という子が多かっ
た。
声かけ，集合の場所
など明確で良かっ
た。
これは来年もやると
よいです。
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各項目平均を３点以上，３点未満の２項目に分けて傾向
を考察した。
　親，学生ともに評価の高かったプログラムは「しっぽ
取り」「だるまさんがころんだ」「サーキット」であった。
親の評価が低く，学生の評価が高かったプログラムは，「大
根抜き」「ストラックアウト」「じゃんけん列車」であった。
　親の評価が高く学生の評価が低かったプログラムは
「大玉転がし」「ゴムひも跳んでくぐって」「くっつきゲー
ム」であった。親，学生ともに評価が低かったのは「フ
リスビー輪通し」であった。親の回答が０で学生の評価
が高かったプログラムは「玉入れ」「手つなぎオニ」「名
前回し」で，親の回答が０で学生の評価が低かったもの
は「くっつきゲーム」であった。
　「しっぽ取り鬼ごっこ」のように鬼ごっこなどの走運動
はスリルと活動量があり，子どもたちも大きな声を発す
るなど，子ども，親，学生にとって楽しそうという点で
一致した。一方で，学生に評価の高かった「大根抜き」
と「玉入れ」「手つなぎオニ」「ストラックアウト」は保
護者の評価は低かく一致しなかった。「大根抜き」は強い
力を発揮しているが外からは見えにくく，「玉入れ」は一
斉に球を投げるため一人一人の成功が分かりにくい。
　「だるまさんが転んだ」は今回の活動で一番活き活き
とした表現が見られたプログラムであった。学生による
デモンストレーションで，寝たり面白いポーズを取った
りする自由な表現や，微動だにしない静止と素早い移動
とのメリハリのついた動作を見た子どもたち自身も，完
全に静止し，ポーズも学生の模倣や自分なりの工夫が見
られた。「遊びは自発的な活動であり，こども自身の欲
求が原動力になる。「遊び」としての運動は，大人が一
方的に幼児にさせるのではなく，幼児が自分の興味や関
心に基づいて進んで行うことが大切ですので，幼児が自
分たちで考え，工夫し，挑戦できるような指導が求めら
れます。3）」というように，活動内容が明確でかつ，自
由度のある遊びが子どもの力を引き出すと考えられる。
６．今後の課題
　活動のねらいの達成度と今後のねらいを以下に示す。
①楽しくコミュニケーション能力や体力の向上をはか
り，運動好きな子どもを育成する
　保護者アンケートから参加した児童の保護者は運動に
関心が高く，親同士のつながりがあり社会性や教育への
関心も高い傾向がうかがえた。今回の活動に対してもお
おむね好意的な回答を得た。個々の子どもについては，
途中で参加しなくなったり，種目によって参加したりし
表５　保護者アンケートからみたプログラムの楽しさ
（回答件数）
楽しそうにし
ていた
楽しくなさそ
うにしていた 備考
全て 6
しっぽ取りゲーム 6 3 走運動
走り回る種目 5 走運動
だるまさんが転んだ 4
大玉ころがし 4
ゴムひも跳んだりくぐったり 3
サーキット（障害走） 2 走運動
手つなぎオニ 走運動
名前回し
くっつきゲーム
玉入れ 投げる運動
じゃんけん列車 1
大根抜き 1 支持系
ストラックアウト 2 投げる運動
フリスビー輪通し 5 投げる運動
写真１
5
4
3
2
1
0
1
2
3
4
5
6
1 2 3 4 5
ゴムひも
跳んだり
くぐったり
フリスビー
輪通し
←低い 高い→
大根抜き
大玉転がし
サーキット
手つなぎオニ
玉入れ
ストラック
アウト
しっぽ取りゲーム
だるまさんが転んだ
じゃんけん
列車
くっつき
ゲーム
名前
回し
学生による評価（プログラム平均）
???????
??????????
????????????
図１　各プログラムに対する保護者から見た楽しさと学
生の評価の比較
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なかったりする子どもや，飽きてしまう場面もあり，さ
らに一人一人の興味関心を踏まえた対応が望まれる。ま
た，今回のプログラムを参考に，集団活動に参加しにく
さを感じる子どもに配慮した遊びなど新しいプログラム
の開発も課題である。会場まで親が引率できない家庭や
運動に消極的な子どもへのアプローチも必要である。
②実践を通して学生の指導力の向上を目指す
　千歳市のスポーツ推進委員であるスタッフの方から見
本の見せ方についてアドバイスをいただいた。運動のス
ピード感に触れさせたいが，速い動きは子どもにとって
正確な動作を認識しにくく，目的に応じてデモンスト
レーションの方法についても工夫が必要であることを指
摘され，学生の理解が深まった。学生の振り返りの記述
においても，声の大きさや段取り，子どもの様子を観察
するポイント，指導者間の連携等について気づきが得ら
れたことがあげられていた。次年度に向け指導力の向上
に活かしていきたい。学生は普段５歳児と接する機会が
ないので，運動能力の発達段階だけでなく，身長につい
ても予想以上に小さいという感想を持っていた。事前に
幼児の教室を見学させていただくなどして対象者の理解
を深めるようにしたい。
③地域と大学との連携によるスポーツ推進
　保護者のアンケートから「このような様々な動きがで
きる，道具等を利用した体操教室を月１回程度やっても
らいたい。」「夏休みや冬休みに１日２時間，５回くらい」
「今回のような広い場所で体をたくさんつかう種目」「今
日のような教室があればまた参加したい」と活動を継続
したい様子が伝わってきた。
　慣れないながらも子どもたちと積極的にかかわる学生
の姿も，保護者は励ましつつ好意的にとらえていた。今
後も活動を継続し，子どもたちに様々な運動を体験する
機会を提供していきたい。
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